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会
議
の
冒
頭

中

山

理

事

長

は
「
２
０
１
４

春
季
生
活
闘
争

に
つ
い
て
連
合

は
、
す
べ
て
の

組
合
が
月
例
賃

金
の
引
き
上
げ

に
こ
だ
わ
り
、
こ
れ
ま
で
に
要
求
書
提
出
組
合
は
昨
年

を
９
，
７
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
要
求
書
を
提

出
し
て
交
渉
を
強
化
し
て
い
る
。
平
均
賃
金
方
式
で
は

現
段
階
で
は
昨
年
同
時
期
を
上
回
る
回
答
を
引
き
出
し

て
い
る
。
今
後
も
早
期
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
事
業
な
ど
７
つ
の
事
業
は
、

２
０
０
６
年
よ
り
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
は
ま
だ
ま
だ
未
完
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

７
つ
の
活
動
は
、
各
地
区
労
福
協
で
実
践
す
る
ミ
ニ
マ

ム
活
動
と
し
て
位
置
付
け
継
続
す
る
と
と
も
に
、
今
後

は
す
べ
て
の
勤
労
者
及
び
そ
の
家
族
も
含
む
、
県
内
勤

労
生
活
者
全
体
の
労
働
者
福
祉
と
い
う
広
い
視
点
で
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

【
生
活
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
】

　

本
年
も
、
生
活
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
７
つ
の

具
体
的
事
業
を
地
域
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
労
福
協

の
知
名
度
を
上
げ
、
勤
労
者
は
じ
め
そ
の
家
族
、
す
べ

て
の
県
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
毎
月
第
２
土
曜
日
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
は

法
律
に
関
す
る
事
項
が
多
く
、
今
後
も
弁
護
士
・
司
法

書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
等
の
知
識
を
必
要
と
す
る
相

談
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
日
の
相
談
件
数
は
、

今
年
２
月
ま
で
の
合
計
は
３
，
９
４
２
に
な
り
ま
し
た
。

①
家
族
問
題　

②
労
働
問
題　

③
生
活
困
窮
の
相
談
が

上
位
を
占
め
ま
し
た
。

【
２
０
１
４
年
度

長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
の
実
施
に
つ
い
て
】

　

種
目
別
実
施
日
及
び
会
場

　

①
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
（
男
・
女
）
10
月
４
日
（
土
）　
　

　

南
長
野
運
動
公
園
総
合
体
育
館
に
て

　

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
・
女
）
10
月
４
日
（
長
野　

　
　

運
動
公
園
）

　

③
テ
ニ
ス
（
男
・
女
）
長
野
運
動
公
園

　

④
野
球　

10
月
11
日
（
土
）
12
日
（
日
）
県
営
球
場
・

　
　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

　

今
年
は
、
女
性
の
参
加
を
促
す
た
め
に
全
地
区
に
枠

を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
の
種
目
に
つ
い
て
は
、

２
チ
ー
ム
以
上
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
県
大
会
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
労
福
協
の
活
動
報
告
も
13
地
区
よ
り
い
た
だ
き

全
体
で
確
認
を
し
ま
し
た
。

地
区
労
福
協
連
絡
会
議
開
催
！

2013年度

各
地
区
労
福
協
の
特
色
を

　
　

生
か
し
た
活
動
の
展
開
へ

　

３
月
20
日（
木
）、長
野
市
・
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
、２
０
１
３
年
度
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
が

県
下
13
地
区
の
代
表
者
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は 
①
生
活
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て 

②
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
事
業
に

つ
い
て 

③
各
地
区
労
福
協
の
活
動
報
告
に
つ
い
て 

④
２
０
１
４
年
度
長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
の
実
施

に
つ
い
て
で
し
た
。各
地
区
の
代
表
者
の
活
発
な
発
言
を
頂
き
課
題
の
意
識
統
一
を
は
か
り
ま
し
た
。

各地区一同に会しての地区労福協連絡会議

挨拶する中山理事長



　

第
85
回
長
野
県
中
央
メ
ー
デ

ー
は
、
5
月
1
日
（
木
）
9
時

30
分
よ
り
、
長
野
市
城
山
公
園

ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い
て
各
構

成
組
織
・
地
域
協
議
会
の
組
合

員
・
家
族
の
方
々
４
，
３
０
０

名
参
加
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
中
山

実
行
委
員
長
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
る
景
気
回
復
の
実
感

は
地
方
へ
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
物
価
上
昇
不
安

や
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
制
度
の
未
整
備
な

ど
、
将
来
へ
の
不
安
は
大
き
い
」
と
挨
拶
。
県
内

労
働
者
の
約
４
割
が
非
正
規
労
働
者
で
あ
る
こ

と
に
触
れ
「
正
規
社
員
の
春
闘
結
果
だ
け
が
良

け
れ
ば
良
い
と
い
う
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
強
調

し
、
全
労
働
者
の
団
結
を
訴
え
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
や
県
北
部
地
震
に
つ
い
て
は
「
多
く
の

被
災
者
が
ま
だ
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
。
復
興
・

再
生
へ
の
国
の
対
策
は
不
十
分
だ
」
と
述
べ
、
支

援
継
続
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
か
ら
の
意
見
発
表

と
い
う
事
で
、
始
め
に
『
被
災
地
視

察
に
参
加
し
て
』
と
題
し
て
、
電
力

総
連
中
部
電
力
労
組
の
川
合
央
深
さ

ん
が
「
東
日
本
大
震
災
と
栄
村
地
震

を
忘
れ
な
い
！
息
の
長
い
復
興
支
援

を
！
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性

を
訴
え
、
続
い
て
『
労
働
組
合
を
結

成
し
て
』
桜
観
光
タ
ク
シ
ー
労
組
の

安
保
洋
一
さ
ん
よ
り
、
タ
ク
シ
ー
業

界
の
労
働
条
件
の
厳
し
さ
を
報
告
頂

き
、
最
後
に
『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
社
会
を
目
指
し
て
』
と
題
し

て
、
情
報
労
連
長
野
県
協
議
会
の
赤

沼
実
咲
さ
ん
か
ら
、
男
女
と
も
安
心

し
て
働
き

や
す
く
、

暮
ら
し
や

す
い
社
会

の
実
現
に

つ
い
て
、

か
か
え
て

い
る
課
題

と
現
状
に

つ
い
て
提

案
さ
れ
ま

し
た
。

　

雇
用
環

境
の
改
善

に
向
け
た

決
意
や
、
労
働
運
動
の
連
帯
と
支
え
あ
い
の
精

神
に
よ
っ
て
、
震
災
復
興
・
再
生
に
総
力
を
挙

げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
Ｙ
Ｅ

Ｓ
･
Ｎ
Ｏ
ア
ン
ケ
ー
ト
・
折
鶴
コ
ー
ナ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
実
現
に

向
け
「
職
場
や
地
域
で
、
と
も
に
働
き
と
も
に

暮
ら
す
多
く
の
仲
間
の
総
力
を
結
集
し
て
い
く

こ
と
」
を
誓
い
、
皆
で
こ
ぶ
し
を
突
き
上
げ
力

強
い
「
団
結
頑
張
ろ
う
！
」
で
式
典
が
終
了
し

ま
し
た
。

  

働
く
者
の
連
帯
で
、『ゆ
と
り
・
豊
か
さ
・
公
正
な
社
会
』を

　
　
　
　
　

実
現
し
、自
由
で
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
！

　

連
合
長
野

中山実行委員長の音頭で参加者全員による団結頑張ろう！

デモ行進する参加者

な が の 労 福 協 〈ライフサポートセンター〉 2014 年 5 月 12 日第 284 号 （2）



　

第
85
回
長
野
県
中
央
メ
ー

デ
ー
が
、
５
月
１
日
（
木
）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
組
合
、

市
民
団
体
な
ど
、
1
5
0
0

人
の
参
加
者
が
、
ま
だ
肌
寒
さ

が
残
る
曇
り
空
の
下
、
長
野
市

ひ
ま
わ
り
公
園
に
集
ま
り
ま
し

た
。

　

細
尾
俊
彦
県
労
連
議
長
は
、

主
催
者
挨
拶
で
、「
一
部
大
企

業
の
獲
得
し
た
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
は
、
地
方
や
中
小
企
業
に

直
結
し
て
い
な
い
。
県
労
連
・

春
闘
共
闘
傘
下
の
組
合
の
皆

さ
ん
は
、
本
日
に
到
っ
て
も
、
大
変

厳
し
い
た
た
か
い
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
歴
史
を
切

り
開
い
て
き
た
国
民
春
闘
の
た
た
か

い
に
誇
り
と
確
信
を
持
ち
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
実
現
に
こ
だ
わ
っ
て
、
引

き
続
き
粘
り
強
い
た
た
か
い
を
続
け

て
い
こ
う
。
今
、
非
正
規
労
働
者
が

2
0
0
0
万
人
に
迫
り
、
派
遣
・
首

切
り
が
増
大
す
る
状
況
下
で
、
こ
れ

以
上
の
労
働
者
保
護
規
制
の
改
悪
は

断
じ
て
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
連
合
長
野
の
皆

さ
ん
と
も
、
共
同
行
動
が
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、

組
合
加
入
・
未
加
入
の
枠
を
超
え
、
全
労
働
者

か
ら
の
反
撃
を
組
織
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
企
画
は
、「
S
T
O
P
！
安

倍
『
暴
走
』
政
治　

つ
く
ろ
う
！
世
界
標
準
の

日
本
」
を
テ
ー
マ
に
、
朗
読
・
音
楽
・
横
断
幕

で
構
成
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
、
各
団
体
か
ら
、

震
災
復
興
、
原
発
ゼ
ロ
、
消
費
税
増
税
撤
回
、

賃
金
引
き
上
げ
な
ど
、
切
実
な
訴
え
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
集
会
で
は
、「
私
た
ち
国
民
の
生
活

や
雇
用
の
危
機
を
打
開
し
、
日
本
を
再
び
『
戦

争
で
き
る
国
』
へ
と
突
き
進
む
動
き
に
反
対
し
、

安
倍
『
暴
走
政
治
』
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
国

民
的
共
同
の
た
た
か
い
を
す
べ
て
の
職
場
・
地

域
・
学
園
か
ら
強
め
て
い
こ
う
」
と
し
た
メ
ー

デ
ー
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
は
、「
原
発
再
稼
働
反
対
」、

「
秘
密
保
護
法
廃
止
」、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」、

「
憲
法
改
悪
反
対
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
力
強
く
叫
び
、
長
野
駅
前
ま
で
デ
モ
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

  

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
安
倍
『
暴
走
』
政
治

　
　
　
　
　

つ
く
ろ
う
！
世
界
標
準
の
日
本

　

県
労
連

Ⅰ
．
日　
　

時　

２
０
１
4
年
５
月
19
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
2
時
30
分
～

Ⅱ
．
場　
　

所　

長
野
市「
ろ
う
き
ん
ビ
ル
」

Ⅲ
．
報
告
事
項

　
　

１
．
２
０
１
3
年
度
活
動
報
告

　
　

２
．
２
０
１
3
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　

並
び
に
会
計
監
査
報
告

Ⅳ
．
議　
　

事　
　

　
　

１
．
２
０
１
4
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　
　

２
．
２
０
１
4
年
度
予
算
（
案
）

　
　

３
．
そ
の
他

 

長
野
県
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

第
７
回
総
会
の
ご
案
内

主催者挨拶で訴える細尾議長

長野駅前までデモ行進する参加者

Ⅰ
．
日　
　

時　

２
０
１
4
年
６
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

Ⅱ
．
場　
　

所　

長
野
市「
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」

Ⅲ
．
報
告
事
項

　
　

１
．
２
０
１
3
年
度
活
動
報
告

　
　

２
．
２
０
１
3
年
度
決
算
報
告

　
　

３
．
２
０
１
3
年
度
監
査
報
告

Ⅳ
．
議　
　

事　
　

　
　

１
．
２
０
１
4
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　
　

２
．
２
０
１
4
年
度
予
算
（
案
）

　
　

３
．
役
員
改
選

　
　

４
．
そ
の
他

一
般
社
団
法
人　
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会 

　
　

第
55
回
定
時
社
員
総
会
の
ご
案
内
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長野ろうきんからのお知らせ
　

長
野
ろ
う
き
ん
で
は
、一
人
で
も

多
く
の
若
年
層
の
方
に〈
長
野
ろ
う

き
ん
〉
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

２
０
１
４
年
度
も
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

以
下
の
内
容
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

２
０
１
５
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

■
対
象
者

　

２
０
１
４
年
度
新
入
組
合
員
の
方

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
以
下
の

対
象
商
品
①
を
新
規
ご
契
約
の
方
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
１
，０
０
０
円
分
、②

～
⑤
を
新
規
ご
契
約
の
方
に
、１
契
約
に
つ

き
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

■
対
象
商
品

　

①
給
与
振
込（
月
額
10
万
円
以
上
）

　

②
財
形
貯
蓄（
一
般
・
住
宅
・
年
金
）

　

③
エ
ー
ス
預
金

　

④
ろ
う
き
ん
ダ
イ
レ
ク
ト

　

⑤
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

　

※
②
③
は
口
座
単
位
の
年
間
お
積
立
額
が

　
　

１
２
，０
０
０
円
以
上
と
な
る
新
規
ご

　
　

契
約
を
対
象
と
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
近
く
の〈
長
野
ろ
う
き
ん
〉

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

２
月
の
大
雪
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
受
付
件

数
は
１
，
１
０
０
件
を
超
え
、
東

日
本
事
業
本
部
管
内
で
は
３
４
，

０
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
一

日
も
早
い
調
査
、
共
済
金
の
お
支

払
い
が
出
来
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
の
で
、
被
災
者
の
方
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
な
に
と
ぞ
事
情
ご
賢
察

の
う
え
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
労
済
は
、
「
共
感
」・「
参
加
」・

「
信
頼
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
れ

か
ら
も
組
合
員
の
安
心
と
信
頼
に

つ
な
が
る
事
業
推
進
活
動
や
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
新
社
会
人
の
カ
ー
ラ
イ
フ
を
応

援
す
る
マ
イ
カ
ー
共
済
推
進
チ
ラ

シ
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
職

場
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
「
さ
か
な

ク
ン
の
ギ
ョ

ギ
ョ
っ
と
び
っ

く
り
お
魚
教

室
」
を
３
月
８

日
の
諏
訪
会

場
を
は
じ
め
、

県
下
４
会
場

に
延
べ
約
１
，

９
０
０
名
の

参
加
を
い
た

だ
き
実
施
し
ま
し
た
。
組
合
員
と
の
繋
が
り

を
深
め
、
新
し
い
仲
間
の
輪
が
拡
大
で
き
る

企
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
第
41
回
小
学
生
作
品
（
作
文
・
版
画
）
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
１
９
１
点
の

作
文
と
、
４
７
０
点
の
版
画
が
寄
せ
ら
れ
、

３
月
15
日
に
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
入

賞
し
た
版
画
作
品
は
、
川
中
島
バ
ス
お
よ
び

松
本
電
鉄
上
高
地
線
の
車
内
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県知事賞を受賞した村上タマさん
（大町市立八坂小学校4年）の作品

子どもたちも大喜びだったお魚教室
（駒ヶ根会場）

全労済長野県本部より

マイカー共済推進チラシ
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エクステリア祭
住宅生協 　豪雪が嘘だったかのような暖

かな日和が続いています。草木
も色づき、外に出るのが楽しく
なる季節です。
　何かのヒロインも『土に根を

おろし、風と共に生きよう。種と共に冬を越え、鳥と共に春をうたおう。
…土から離れては生きられないのよ』、と言っています。
　この春は、庭づくりに精を出してみてはいかがでしょうか。
　素敵なエクステリアはあなたのお家をいっそう引き立て、 豊かな生活と
心地よい空間を演出します。
　フェンスやウッドデッキ、テラス・カーポート、お庭全体の模様替えま
で、「安心で快適な生活空間」造りをお手伝いさせていただきます。
　また、人が活動的になるのと同じくして、様々な虫たちも活動的になってきます。すべての虫たちが害を及ぼすわけ
ではありませんが、中には、有害なものも存在します。その中でも、特に住宅に害を与える「しろあり」も、活動が活
発になってきます。
　「しろあり」は、地中より侵入し、建物の床下を中心に建物を食べ始めます。気がつかぬ間に建物を支える床組み材
や柱の部分がスカスカになって、やがては建物の荷重を支えられなくなり、耐震強度まで弱めてしまうことになります。
　だからこそ早期発見が必要となります。お庭の手入れと一緒に、家の周りのチェックをしてみましょう。

　詳しくはお問い合
わせください。

◆
今
年
の
１
月
～

４
月
に
県
生

協
連
は
、
土
壌

ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、

３
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣

し
ま
し
た
。
１
／
６
～
７
に
１
名
、
３
／
31

～
４
／
１
に
２
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
Ｊ
Ａ

新
ふ
く
し
ま
管
内
で
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
に

よ
る
土
壌
表
面
か
ら
の
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
の
計

測
機
器
（
写
真
①
）
を
使
用
し
て
計
測
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

○
「
土
壌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
は
福
島
県
生
協

連
、
福
島
大
学
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来

支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
産
地
消
運
動
促
進
ふ
く

し
ま
協
同
組
合
協
議
会
と
が
協
同
し
て
、
Ｊ

Ａ
新
ふ
く
し
ま
の
行
う
農
地
の
放
射
性
物
質

分
布
調
査
を
支
援
し
、
よ
り
安
全
で
安
心
な

生
産
︱
流
通
︱
消
費
の
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う

と
す
る
取
組
み
で
す
。
全
農
地
を
対
象
に
水

田
、
畑
１
枚
ご
と
に
放
射
性
物
質
を
測
定
し
、

汚
染
状
況
を
詳
細
な
単
位
で
明
ら
か
に
し
、

そ
の
状
況
に
応
じ
た
対
策
が
と
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

〇
２
０
１
２
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
土

壌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
畑
や
果
樹
園
は

１
０
０
％
測
定
終
了
し
て
お
り
、
田
に
水
が

入
る
期
間
の
測
定
が
で
き
な
か
っ
た
水
田
の

測
定
が
約
70
％
測
定
済
み
（
２
０
１
４
年

１
月
６
日
現
在
）
で
、
４
月
末
ま
で
に
終
了

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

〇
福
島
市
農
業

サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ

新
ふ
く
し
ま
）

に
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
地
で

測
定
の
手
順

と
当
日
の
測

定
場
所
を
確

認
し
、
２
人
１
チ
ー
ム
で
出
発
。
１
枚
の
田

ん
ぼ
で
水
の
入
口
、
真
ん
中
、
出
口
の
３
カ

所
の
測
定
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を

収
集
し
ま
す
。

〇
参
加
者
の
声
と
し
て
は
、「
現
地
で
奮
闘
し
て

い
る
方
々
の
お
話
を
聞
き
、
本
当
に
手
探
り

状
態
の
中
で
対
策
に
挑
戦
し
て
い
る
実
情
を

感
じ
た
。
復
興
支
援
は
と
て
も
息
の
長
い
関

わ
り
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
。」（
県
生
協
連

事
務
局:

中
谷
隆
秀
さ
ん
）
や
、「
現
地
で
測

定
を
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
放
射
能
の
影
響

が
続
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。“
安

心
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
不
安
は
あ
る
”
と

の
声
を
聞
き
、
目
に
見
え
る
情
報
の
必
要
性

を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
福
島
県
が
以
前
よ
り
と
て
も
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」（
コ
ー
プ
な

が
の
地
域
担
当:

原
真
友
さ
ん
）。

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
２
日
目
に
は
、
矢
野

目
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
放
射
能
検
査

セ
ン
タ
ー
）
を
見
学
し
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
新
ふ
く
し
ま
管
内
で
野
菜
の
出
荷
を
す

る
に
は
必
ず
「
ト
レ
イ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
と

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
」
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
生
産
物
へ
の
検
査
が
確
実
に
継
続

さ
れ
て
い
る
様
子
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

県
生
協
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

長野県労働者
住宅生活協同組合
℡026-234-0283

土
壌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

ウッドデッキのある素敵な暮らし♥

屋根付きの物干しスペースがあれば、急な雨でもあわてません！
室内物干しもあるととっても便利♪

写真①測定機器

土壌スクリーニングの事務局
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最
近
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
も
あ
る
会
社

で
サ
ー
ビ
ス
残
業
や
休
日
出
勤
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
度
も
残
業
代
を
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
そ
の

会
社
は
半
年
前
に
退
職
し
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
会
社
に
対
し
て
残
業
代
を
請
求

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。【

回
答
】

　

法
律
に
は
、
一

定
の
例
外
は
あ

る
も
の
の
（
労

基
法
36
条
。
36

協
定
）
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
１
日
に
８
時

間
、
１
週
間
に
つ
い
て
40
時
間
を
超
え
て
労

働
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す

（
労
基
法
32
条
）
。
使
用
者
は
、
従
業
員
が

こ
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
に
従
事

し
た
と
き
は
、
一
定
の
割
合
の
割
増
賃
金
を

支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
（
労
基
法
37
条
１

項
）
。

　

ま
ず
、
既
に
会
社
を
退
職
し
た
後
で
あ
っ

て
も
、
会
社
に
対
し
て
時
間
外
割
増
賃
金
の

請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
但
し
、
賃

金
の
消
滅
時
効
期
間
は
２
年
で
す
の
で
（
労

基
法
１
１
５
条
）
、
原
則
と
し
て
過
去
２
年

分
の
み
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
時
間
外
割
増

賃
金
の
不
払
い
が
既
に
２
年
以
上
経
過
し
て

い
る
と
き
は
、
ま
ず
は
内
容
証
明
郵
便
で
請

求
し
て
消
滅
時
効
を
中
断
し
、
そ
れ
か
ら
法

的
な
措
置
の
準
備
を
進
め
た
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。

　

次
に
、
時
間
外
労
働
時
間
数
と
割
増
賃
金

額
を
計
算
し
ま
す
。

　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
よ
う
な
労
働
時
間
が
わ

か
る
資
料
が
手
元
に
あ
っ
た
り
、
会
社
か
ら

提
出
さ
れ
れ
ば
よ
い
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

資
料
が
な
い
場
合
は
、
ど
れ
く
ら
い
労
働
し

た
か
が
わ
か
る
メ
モ
や
日
記
の
よ
う
な
資
料

で
時
間
外
労
働
時
間
を
計
算
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
来
は
、
使
用
者
が
従
業
員

の
労
働
時
間
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
上
は
、
従

業
員
の
側
で
と
っ
か
か
り
と
な
る
資
料
を
準

備
し
な
け
れ
ば
、
時
間
外
割
増
賃
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
時
間
数
の
計
算
が
で
き
た

ら
、
割
増
率
に
従
っ
て
割
増
賃
金
額
を
計
算

し
ま
す
。
通
常
の
時
間
外
労
働
の
場
合
は
基

礎
賃
金
の
25
％
以
上
、
法
定
休
日
の
場
合
は

35
％
以
上
が
割
り
増
し
さ
れ
ま
す
。
時
間
外

労
働
が
深
夜
に
及
ぶ
場
合
は
更
に
25
％
が
加

え
ら
れ
ま
す
（
労
基
法
37
条
１
項
３
項
）
。

　

会
社
が
任
意
に
時
間
外
割
増
賃
金
を
支
払

わ
な
い
場
合
は
、
①
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

是
正
勧
告
を
出
し
て
も
ら
う
、
②
労
働
局
の

あ
っ
せ
ん
手
続
を
申
し
立
て
る
、
③
裁
判
所

に
対
し
て
労
働
審
判
を
申
し
立
て
る
、
④
裁

判
所
に
対
し
て
通
常
訴
訟
を
提
起
す
る
と
い

う
方
法
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
中
で

も
、
③
の
労
働
審
判
手
続
は
、
最
大
で
も
３

回
の
期
日
で
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
迅

速
な
解
決
が
で
き
る
方
法
と
し
て
、
最
近
で

は
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
夫
は
、
交
通
事
故
で
左
足
足
首
を

複
雑
骨
折
し
、
そ
の
結
果
後
遺
障
害
12
級

と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
階
段
か

ら
転
落
し
て
頭
を
打
ち
死
亡
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
加
害
者
側
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
後
遺
障
害
の
損
害
に
つ
い
て
、
死
亡
し

た
と
き
の
分
ま
で
し
か
払
え
な
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
67
歳
ま
で
は
働
け
る
も
の
と

し
て
請
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。

【
回
答
】

　

逸
失
利
益
（
働
け
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
失
う
利
益
）
の
算
定
は
死
亡
時
ま
で
に
限

る
と
い
う
見
解
に
よ
れ
ば
、
死
亡
と
事
故
と

の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
、
確
か
に
死
亡
し
て
し
ま
え
ば
後
遺
障
害

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
加
害
者
側
が
言

う
よ
う
な
結
論
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
（
平
成
８
年
10
月
29

日
判
決
）
は
、
「
労
働
能
力
の
一
部
喪
失
に

よ
る
損
害
は
、
交
通
事
故
の
発
生
時
に
一
定

の
内
容
の
も
の
と
し
て
発
生
し
て
い
る
」
の

で
あ
り
、
「
交
通
事
故
の
被
害
者
が
事
故
後

に
た
ま
た
ま
別
の
原
因
で
死
亡
し
た
こ
と
に

よ
り
、
賠
償
義
務
を
負
担
す
る
も
の
が
そ
の

義
務
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
免
れ
、
他
方
被

害
者
や
そ
の
家
族
が
事
故
に
よ
り
生
じ
た
損

害
の
補
填
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、

衡
平
の
理
念
に
反
す
る
」
の
で
、
「
特
段
の

事
情
が
な
い
限
り
、
死
亡
の
事
実
は
就
労
可

能
な
期
間
の
認
定
上
考
慮
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
判
例

は
、
死
亡
後
に
は
生
活
費
を
控
除
す
る
必
要

も
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
る

被
害
者
や
遺
族
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
裁
判

所
の
姿
勢
が
現
れ
て
い
ま
す
。

ƒ
０
１
２
０—

３
９—

６
０
２
９

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〟

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
・
特
定
社
会
保
険
労

務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ

る
相
談
日
で
す
。

【
事
例
①
】

シ
リ
ー
ズ

№
50

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

最
近
の

　

相
談
事
例
よ
り

柳澤　修嗣

弁護士

【
事
例
②
】
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絆

き
ず
な

　

内
閣
府
は
、
日
本
の
労
働
力
人
口
が
、

二
〇
一
三
年
の
六
五
七
七
万
人
か
ら
二
〇
六
〇

年
に
は
三
七
九
五
万
人
に
減
少
す
る
と
の
予
測

を
ま
と
め
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
は
女
性
な
ど

の
労
働
参
加
が
増
え
た
た
め
、
前
年
比
二
二
万

人
増
え
た
が
そ
の
実
態
は
、
正
規
労
働
者
が
減

少
し
、
正
規
の
仕
事
に
つ
け
な
い
非
正
規
労
働

者
が
占
め
る
割
合
が
多
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
定
雇
用
が
続
く
中
で
、
出

生
率
の
大
幅
改
善
が
で
き
る
の
か
、
国
内
の
安

定
し
た
労
働
力
の
確
保
が
で
き
る
の
か
、
小
手

先
だ
け
の
移
民
受
け
入
れ
議
論
に
疑
問
を
持
つ

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
法
案
を

国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
業
務
の
派

遣
を
自
由
化
す
る
規
制
緩
和
の
法
案
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
正
社
員
を
解
雇
し
、
派
遣
社
員

に
置
き
換
え
易
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
が

増
々
正
社
員
の
新
入
社
員
を
雇
わ
な
く
す
る
、

や
っ
て
は
な
ら
な
い
法
改
正
で
あ
り
ま
す
。
出

生
率
の
改
善
に
向
け
た
男
女
の
出
会
の
サ
ポ
ー

ト
支
援
強
化
施
策
、
雇
用
の
安
定
と
子
育
て
環

境
の
整
備
等
の
諸
施
策

こ
そ
が
急
務
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
日
本
社
会

の
絆
の
再
構
築
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　

 　

（
今
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望

を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
（
一
、
〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

●
締
切
り
５
月
31
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

前
回
の
正
解
は

当
選
者

（
５
名
・
敬
称
略
）

　

太
田　

友
枝

（
長
野
市
）

　

千
国　
　

毅

（
千
曲
市
）

　

宮
澤　

正
樹

（
上
田
市
）

　

渡
辺　

純
唯

（
松
本
市
）

　

田
中　

恵
子

（
茅
野
市
）
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